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あらまし：オンライン授業によって時間や場所に囚われない多様な学びが可能となったが，結果重視の学

びの評価方法は変わっていない．筆者らは学生のコンピテンシーに着目し，学習過程を考慮した新たな評

価方法の開発を行っている．本研究ではオンデマンド授業を対象とし，学生の動画視聴の振る舞いがコン

ピテンシーとして定義できるか検討する． 
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1. はじめに 

コロナ禍において，ICT ツールを使用したオンラ

イン授業が主流となった．それにより，授業動画や

テキストをあらかじめ配布し，学生が時間や場所に

制限なく授業を受けることが可能となった．これは

多様な学びを可能とする時代が到来したことを意味

し，学習の評価についても多様になることが求めら

れる．しかし，学生の成績はテストの点や制作物な

どの学習の結果（1）に基づいて評価されており，学ん

できた過程については考慮されていない． 

我々は，試験や成績などの学習の結果ではなく，

その結果に至るまでの過程を考慮するためにコンピ

テンシーに着目した．コンピテンシーとは，ある職

務において効果的で優秀な成果を発揮する，個人の

中に潜む特性（2） である．学生のコンピテンシーを

考慮することで，結果に至るまでの学習の過程を評

価することに繋がると考えた．近年は，コロナ禍の

影響により，映像メディアを活用した授業が増えて

いる．本研究は、コンピテンシーの推定のために、

オンデマンドによる講義動画に対する講義視聴デー

タに着目する． 

 

2. 目的 

オンデマンド授業における動画視聴行動からコン

ピテンシーを推定するためには，動画視聴の振る舞

いを適切に表現できる行動パラメータを決定し、コ

ンピテンシー推定への有用性を検証する必要がある．

本稿では，動画視聴における行動パラメータの定義

と、それらを用いたコンピテンシーの推定のための

手法について、実験により検証する． 

 

3. アプローチ 

 本研究では，動画視聴における行動パラメータと

して「視聴進捗行動」と「倍速視聴行動」に分けて，

それぞれにおいて分類ラベルを定義し，それぞれ成

績との相関を調べることで，コンピテンシーとして

定義できるか検証する． 

3.1 視聴進捗行動 

視聴進捗行動は，その学生が講義動画を視聴完了

するに至るまで，どのような進捗状況で視聴してき

たかを表現するものである．本研究では，動画の公

開直後で主に視聴している学生を「早期視聴型」，次

の講義の直前で主に視聴している学生を「晩期視聴

型」，どちらともよらない時間で主に視聴している学

生を「中期視聴型」として分類ラベルを定義する．

それぞれの型のモデルを図 1 に示す．また，視聴自

体が少ない学生を未視聴型とする． 

 
図 1 視聴進捗行動のモデル 

 

3.2 倍速視聴行動 

 倍速視聴行動は，その学生が講義動画をどのよう

な速度で視聴してきたかを表現するものである．本

研究では，倍速で視聴することが多い学生を「倍速

視聴型」，倍速で視聴することが少ない学生を「等倍

視聴型」，どちらにもよらない学生を「バランス視聴

型」と分類ラベルを定義する． 
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4. 検証方法 

4.1 視聴進捗ラベルの分類手法 

1 講義回における動画資料の公開日時から次の講

義回までの間での視聴の進捗状況に対する割合を

「視聴進捗割合」とする．  

各講義回において視聴進捗割合を算出し，k-means

法によるクラスタリングを用いて，1 講義回におけ

る視聴進捗行動のラベルを作成した． 

全 15 回における学生の視聴進捗行動のラベルの

推移をデータとして，k-mode 法により学生ごとに分

類し，視聴進捗ラベルを付与した．分類数はエルボ

ー法により調査した． 

4.2 倍速視聴ラベルの分類手法 

学生が授業動画の視聴において何％を倍速にして

視聴しているかを表す数値を「倍速視聴割合」とす

る．各講義回の動画の視聴ログ数に対して倍速視聴

したログ数の割合を計算し，全 15回における倍速視

聴データとして，k-means 法により学生ごとに分類

し，倍速視聴ラベルを付与した．分類数はエルボー

法により調査した． 

4.3 コンピテンシーとしての有効性の検証 

2 つの行動パラメータがコンピテンシーとして有

効かどうか検証するために，学生を成績である GP

（Grade Point）が 4 または 3 の高成績層と 2，1，0

の低成績層の 2 つの成績カテゴリに分類し，各パラ

メータとの相関をクラメールの連関係数で算出した． 
 

5. 検証結果 

5.1 視聴進捗タイプの作成結果 

エルボー法の結果を図に示す．結果より．k-mode

法の分類数を 4 つとした． 

 
図 2 エルボー法の結果 

 

k-mode 法によるクラスタリングの結果，視聴進捗

タイプを表すラベルとして，学生を 4つに分類した．

全講義回を通して，公開からすぐの視聴が多い早期

視聴型，次の講義の直前に視聴が多い晩期視聴型，

どちらにもよらない時間に視聴している中期視聴型，

視聴自体が少ない未視聴型に学生を分類することが

できた．各視聴進捗ラベルの構成人数と該当する視

聴進捗行動ラベルの含有割合の平均を表 2 に示す． 

 

表 2 各ラベルの構成人数と該当ラベルの割合 

ラベル名 人数 該当ラベルの割合[%] 

早期視聴型 23 69.9 

中期視聴型 15 47.6 

晩期視聴型 69 69.5 

未視聴型 15 75.6 

 

5.2 倍速視聴タイプの作成結果 

エルボー法の結果より k-mode 法の分類数を 3 と

した．全講義回を通して，倍速で視聴することが多

い倍速視聴型，倍速で視聴することが少ない等倍視

聴型，どちらにもよらないバランス視聴型に学生を

分類することができた．各ラベルの構成人数と平均

の倍速視聴割合を表 3 に示す． 

表 3 各ラベルの構成人数と平均倍速視聴割合 

ラベル名 人数 平均倍速視聴割合[%] 

倍速視聴型 43 80.8 

バランス視聴型 30 42.1 

等倍視聴型 49 10.7 

 

5.3 成績との相関調査 

2 つの行動パラメータのラベルと 2 つの成績カテ

ゴリの相関を計算した結果，視聴進捗タイプと成績

カテゴリとの相関は 0.354，倍速視聴タイプと成績カ

テゴリとの相関は 0.211であった． 

 

6. 考察 

実験の結果より，視聴進捗タイプと成績カテゴリ

との相関は 0.354，倍速視聴タイプと成績カテゴリと

の相関は 0.211 とやや相関があることがわかった．

このことから，視聴進捗タイプと倍速視聴タイプの

2 つの行動パラメータの，動画視聴の振る舞いを表

すコンピテンシーへの有用性が示唆された． 

 

7. おわりに 

本研究では，オンデマンド授業において，学生の

動画視聴における振る舞いをコンピテンシーとして

定義できるか検討するために，動画の視聴ログから

2 つの行動パラメータを作成し，成績との相関を調

査した．動画視聴の振る舞いは成績とやや相関があ

り，学生のコンピテンシーとして定義できることが

示唆された． 
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